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11
月
21
日
、
八
峰
町
役
場
に
て
交
通
死
亡

事
故
ゼ
ロ
１
，
０
０
０
日
達
成
に
よ
る
顕
彰

伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
能
代
署
菊
池
茂
署
長
が
訪
れ
森

田
正
敏
県
警
本
部
長
名
の
顕
彰
が
町
長
へ
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

11
月
７
日
付
け
で
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
１
，

０
０
０
日
を
達
成
し
、
顕
彰
を
受
け
る
の
は

通
算
で
６
回
目
と
な
り
ま
し
た
。

　

町
長
は
「
１
，
０
０
０
日
は
あ
く
ま
で
も

通
過
点
。
今
後
も
町
民
へ
の
交
通
安
全
の
周

知
徹
底
を
し
て
い
く
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
交
通
安
全
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

11
月
12
日
、
八
森
第
１
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
に
て
多
文
化
交
流
会
「
秋
田
の

郷
土
料
理
を
つ
く
っ
て
み
よ
う
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

町
内
在
住
外
国
人
に
秋
田
な
ら
で
は
の
体

験
を
通
じ
、
八
峰
町
に
つ
い
て
知
っ
て
も
ら

う
こ
と
、
ま
た
町
民
と
の
交
流
で
互
い
の
文

化
を
理
解
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
町
内
在
住
の
外
国
人
と
地
元
住

民
な
ど
計
23
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
お
ら
ほ

の
館
の
会
員
が
講
師
に
な
り
、
だ
ま
こ
鍋
づ

く
り
が
行
わ
れ
、
秋
田
の
食
に
理
解
を
深
め

ま
し
た
。
ま
た
、
交
流
会
で
は
翻
訳
ア
プ
リ

で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
し
た
り
、
ベ
ト

ナ
ム
の
曲
を
披
露
し
た
り
、
地
元
住
民
と
交

流
を
深
め
ま
し
た
。

死
亡
事
故
ゼ
ロ
１
，
０
０
０
日
達
成

今
後
も
交
通
安
全
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う

多
文
化
交
流
会　
だ
ま
こ
鍋
づ
く
り

女
性
活
躍
推
進
講
演
会　

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
開
催

大いに盛り上がりました

クマよけの鈴と笛の寄贈がありました

八
峰
町
白
神
ガ
イ
ド
の
会
へ

ク
マ
よ
け
の
鈴
と
笛
の
寄
贈

交通死亡事故ゼロ1,000日達成

異業種によるワークショップ 地域住民による初期消火訓練

　

11
月
９
日
、
フ
ァ
ガ
ス
に
て
女
性
活
躍
推

進
講
演
会
お
よ
び
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
講
演
会
は
、
八
峰
町
女
性
活
躍
推
進

事
業
お
よ
び
男
女
共
同
参
画
推
進
事
業
の
共

同
事
業
と
な
り
ま
す
。

　

講
演
会
は
、
秋
田
県
理
事
と
し
て
男
女
共

同
参
画
や
女
性
活
躍
推
進
業
務
を
担
当
し
て

い
る
丹
治
純
子
氏
を
講
師
と
し
て
「
一
人
一

人
が
活
躍
す
る
町
へ
」
の
テ
ー
マ
の
も
と
講

演
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
八
峰
町
Ｆ
・
Ｆ

推
進
員
が
中
心
と
な
っ
て
町
内
企
業
の
女
性

に
よ
る
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
「
自

分
の
意
識
改
革
が
必
要
」
「
女
性
の
意
見
が

反
映
さ
れ
る
社
会
に
な
っ
て
い
け
る
と
良

い
」
な
ど
様
々
な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

受賞おめでとうございます

鏡開きで始まりました

社
会
福
祉
の
推
進
に
貢
献　

　
八
峰
町
社
会
福
祉
大
会

税
に
つ
い
て
の
作
文
で
受
賞

佐
々
木
渚
咲
さ
ん
（
八
峰
中
３
年
）

有
事
の
際
の
動
き
を
確
認　

目
名
潟
地
区
で
消
防
総
合
訓
練

八
峰
町
関
東
ふ
る
さ
と
会　

総
会
・
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

受賞されたみなさんおめでとうございます

　

11
月
17
日
、
フ
ァ
ガ
ス
に
て
令
和
５
年
度

八
峰
町
社
会
福
祉
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

初
め
に
会
長
表
彰
・
感
謝
状
贈
呈
式
が
行

わ
れ
、
表
彰
式
で
は
、
民
生
児
童
委
員
や
福

祉
団
体
等
の
役
員
・
職
員
と
し
て
功
績
が
顕

著
な
方
、
社
会
福
祉
活
動
を
継
続
し
て
行
い
、

地
域
社
会
の
模
範
と
な
る
方
14
名
お
よ
び
１

団
体
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
社
会
福

祉
の
た
め
の
寄
附
を
さ
れ
た
方
２
名
に
感
謝

状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
ハ
ッ
ピ
ー
マ
ッ
シ
ュ
株
式
会
社

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
実
践
発
表
お
よ
び

秋
田
県
自
然
保
護
課
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
被
害
対

策
支
援
セ
ン
タ
ー
の
近
藤
さ
ん
に
よ
る
「
ク

マ
に
よ
る
被
害
を
防
ぐ
た
め
に
」
と
題
し
た

講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
ど
全
国
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
お

よ
び
国
税
庁
の
主
催
で
行
わ
れ
た
令
和
５
年

度
第
57
回
中
学
生
の
「
税
に
つ
い
て
の
作

文
」
で
、
八
峰
中
３
年
生
の
佐
々
木
渚
咲
さ

ん
の
作
品
「
税
金
の
種
類
と
所
得
税
に
つ
い

て
」
が
秋
田
県
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
会
長

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
県
内
か
ら
の
応
募
作

品
数
は
３
，
３
５
０
編
で
し
た
。

　

11
月
22
日
、
八
峰
中
学
校
に
お
い
て
佐
々

木
潮
八
峰
町
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
会
長
か

ら
賞
状
と
記
念
品
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

佐
々
木
渚
咲
さ
ん
か
ら
は
「
こ
の
作
文
を

き
っ
か
け
に
税
へ
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
が

で
き
た
の
で
、
今
後
の
生
活
に
役
立
て
て
い

き
た
い
で
す
。」
と
感
想
が
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。

　

11
月
５
日
早
朝
、
目
名
潟
地
区
で
消
防
総

合
訓
練
が
行
わ
れ
、
消
防
団
や
八
峰
消
防
署
、

地
域
住
民
な
ど
、
78
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
乾
燥
注
意
報
が
継
続
的
に
発

令
さ
れ
る
中
、
目
名
潟
担
い
手
セ
ン
タ
ー
か

ら
火
災
が
発
生
し
た
こ
と
を
想
定
し
た
訓
練

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

午
前
７
時
過
ぎ
に
、
防
災
無
線
支
局
の
サ

イ
レ
ン
吹
鳴
お
よ
び
緊
急
放
送
に
よ
り
火
災

防
ぎ
ょ
訓
練
が
始
ま
り
、
住
民
に
よ
る
初
期

消
火
訓
練
、
消
防
団
に
よ
る
中
継
送
水
の
手

順
の
確
認
や
放
水
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

併
せ
て
警
察
と
交
通
指
導
隊
に
よ
る
交
通
整

理
も
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
第
１
〜
第
４
分
団
の
団
員
は
、

八
峰
消
防
署
員
か
ら
救
命
救
急
講
習
を
受
け
、

い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に
備
え
ま
し
た
。

　

11
月
21
日
、
東
北
地
方
郵
便
局
長
協
会
に

よ
る
地
域
貢
献
事
業
と
し
て
秋
田
県
北
部
地

区
郵
便
局
長
（
小
松
大
太
郎
会
長
）
か
ら
、

八
峰
町
白
神
ガ
イ
ド
の
会
（
斉
藤
誠
悦
会

長
）
へ
ク
マ
よ
け
の
鈴
と
笛
の
セ
ッ
ト
が
寄

贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

秋
田
県
北
部
地
区
郵
便
局
長
会
の
池
田
直

人
山
本
北
部
会
長
（
塙
川
郵
便
局
長
）
は
、

一
般
財
団
法
人
東
北
地
方
郵
便
局
長
協
会
の

活
動
内
容
を
説
明
し
、
「
ガ
イ
ド
の
方
々
は

も
と
よ
り
、
白
神
山
地
の
観
光
に
訪
れ
る
観

光
客
の
方
々
に
も
、
ク
マ
の
被
害
に
遭
わ
な

い
よ
う
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
挨
拶

し
ま
し
た
。

　

斉
藤
会
長
は
「
安
心
し
て
お
客
様
を
ご
案

内
で
き
る
よ
う
、
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

11
月
19
日
、
東
京
都
の
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市

ヶ
谷
で
八
峰
町
関
東
ふ
る
さ
と
会
総
会
が
行

わ
れ
、
会
員
の
ほ
か
、
来
賓
な
ど
関
係
者
を

含
め
て
約
１
５
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
戸
田
眞
里
会
長
か
ら
活
動
概
要

等
が
報
告
さ
れ
、
令
和
４
年
度
事
業
報
告
と

決
算
、
令
和
５
年
度
事
業
計
画
と
予
算
案
が

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
株
式
会
社
龍
角
散
の
藤
井
隆
太

代
表
取
締
役
に
よ
る
「
龍
角
散
と
八
峰
町
の

つ
な
が
り
」
と
題
し
た
特
別
講
演
も
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
懇
親
会
で
は
、
き
り
た
ん
ぽ
鍋

が
振
舞
わ
れ
、
久
し
ぶ
り
の
再
会
に
話
が
弾

ん
で
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
場
で
は
７
月
豪
雨
災
害
復
旧
へ

の
寄
附
も
募
ら
れ
、
参
加
し
た
会
員
か
ら
７

９
，
９
７
２
円
の
支
援
金
を
寄
附
い
た
だ
き

ま
し
た
。


